












はじめに 

昭和 43 年以来、西日本一帯に多数の患者が発生した PCB 中毒症(いわゆる「カネミ油症」)

は、現在もなお、根本的な治療の問題、次世代への健康影響等、末解決の問題がある。 

長崎県では、長崎市及び五島列島に多数の PCB汚染油摂取者が居住しており、油症患者と

認定されている者は昭和 59 年 2 月末現在 741 名にものぼっている。 

これらの油症患者の中には、汚染油の経口摂取ではなく、母乳又は経胎盤移行により発生

したと思われる者も相当数認められ、また、汚染油由来の母親の母乳中にも、かなり高濃

度の PCQ が含まれており、その児に移行していることが推測されている。 

また、油症児は、非特異的な症状や虚弱傾向を訴える者が多く、健常児と比較して軽度で

はあるが末梢気道の閉塞性障害の所見を有する者が多くみられ、ダニなどの環境抗原に対

する抗体産生機能の障害や歯牙萌出異常及び歯牙発育異常が高率に認められ、健康者群に

比較して異常に小さい顎骨の者は、油症児、被害児にのみに認められている。 

我々は、PCB の人体影響を明らかにし、今後の母子健康管理の資とするため、長崎県五島

列島玉之浦及び奈留地区の昭和43年以降生まれた者でPCB汚染油摂取の母親から生れた児

の生下時の体格(体重)、また、玉之浦地区生徒を対象に歯牙及び顎骨組織の発育及び PCB

、PCQ の経胎盤等による母子間移行について追跡を行ったので次のとおり報告する。 


